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神経難病患者の主観的QOLに対するADLの

影響についての追跡調査
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目的　この追跡調査では，筋萎縮性側索硬化症，脊髄小脳変性症およびパーキンソン病の3疾患

の神経難病患者での主観的QOLに関連する要因（ADLを含む）について検討した。

方法　新潟県および福岡県の2保健所に登録されていた上記の神経難病患者159人についての観

察開始時の情報を1993-94年に収集し，1995年まで追跡した。追跡終了時に，そのうちの124

人に神経難病患者用主観的QOL評価尺度を用いて保健婦による面接調査を実施した。この

尺度は，27項目からなり，信頼性および妥当性が確立したものである。

結果　観察開始時の低いADLとその後のADL悪化は，低い主観的QOLと独立に関連してい
た。

結論　神経難病患者の主観的QOLを高く維持するには，ADL悪化を最低限にとどめることが

必要である。
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